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　Individua垂characteristics　d
’
dorsal 　median 　curve 　and 　silhollette 　curve 　of　l2〔｝young 　Japanese　women

were 　inves廿gated　for　the　purpose 　of　obtaining 　basic　information　for　improving　the　fit　of　ready −to−wear
clothes ，　Each　of　the　curves 　was 　constructed 　with 　10　mm 　pitohed　three −dimensional　data　measured 　by

grating　 system 　 for　 profihng （GRASP ）．　 It　 was 　 confirmed 　 that　 the　 shape 　 of 　two 　 curves 　 could 　 be

effectlveiy 　approximated 　by　a　set 　of　three　arcs 　and 　three 　straight 　lines　for　lユ40f 　the　120　w ⊃men 　and

expressed 　by　27　parameters 　for　 numerical 　 analysis ，　The　 median 　 curve 　 and 　silhouette 　curve 　 correlated

at 　the　parametevs　for　the　shape 　of 　the　upPer 　back　are ＆
，
　 the　concavity 　⊂｝f　lumbar　area 　and 　the

prDtrusion　Df 　the　g隻uteal 　area ，　and 　the　inclinatbn　of 　the　upper 　torso ．　A 　principal　compQnent 　analysis

done　uslng 　l20ut 　of 　27　parameters 　extracted 　five　componeIlts 　for　the　snhouette 　curve ．　The　first　three

prmcipa蓋components 　were 　interpre七ed 　as　the　 concavity 　of 　the　lumbar　parしWith　the　protruslon　Qf 　the

g韮uteal 　area ，　the　incl重nation 　of　the　upper 　torso　and 　the　shape 　of 　the　upper 　back　area ，　respectively ，　The

dorsεLl　 characteristics 　descr主bed　by　these　c〔π nponents 　Wil｝be　contras しed　With 　the　characteristics　Qf

surface 　developments　and 　apParel 　pattern 　inむhe　authors
’
succeedLrlg 　study ．
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　1．緒　　言

　洋服 で は サ イズだ けで なく 「か らだ つ き」 つ まり体

の 形 の 特徴 と合 っ て い る こ とが，着心 地 の 面だけ で な

く，美的な面か ら も重視 され る．現代 の 主 な洋服生産

方法で あ る 量産方式や イージ ー
オ
ーダー

方式 で は ，想

定 した 消費者 の 体型 に対 して 合理的 に設計 されな い か

ぎり製品の 形態適合性 は 保証 され な い ．そ こ に 型紙設

計法の 理論的根拠 とな る 人体形状 デ
ータ の 収集と解析

の 必 要性があ る ，

　洋服 の 具体的な不適合 の 原 因として，つ ね に大きな

問題 とな っ て きた の は猫背，平背，出尻な どの 言葉 で

表 され る 体幹背面 の S 字型湾 曲形状 で あ る． こ れ は

被服 以外 の 領域 で もヒ トの 立位 を特徴 づ け る もの と し

て 研 究者 の 関心 を 集 め て い る （Walanski　 l964）．それ
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Z

F嬉．1，The 　 GRASP 　scheme 　 for　3−D 　measurernent ，　 and 　 Y・Z 　 axes 　of

　 　　 the　human 　body

ゆ え立位姿勢で の 背面形状 に つ い て は，写真撮影 （坂

倉等 ユ976 ；白石 と土井 1982 ；高部等 1987）や，コ

ン フ ォ メ ータ 法 に よ り研 究 が行わ れ て い る （Milne

and 　Lauder　 1974；末澤 1975；山 口等 工977；ILI下 と

鈴木 1981 ；Willner　 1981，1983 ；Reynolds 　et　al．1986）．

しか し それ らの研究 に もかかわ らず，衣服裁断用 ダ ミ

ーや型紙設計に とっ て必要な数量表現された形状 デ
ー

タ と な る と
， あ ま り見当 た ら な い よ う で あ る．

　そ こ で わ れわれは，後 ろ 正中線 の カー
ブ を背面 の 形

を基本的 に 規定す る 脊柱 の カ
ー

ブ とみ な し （Wiliner

1981，1983），また背面 シ ル エ ッ トの カ
ー

ブを衣服に

よ り深 く関連する形状特性ととらえ，こ の 2 種の カー

ブ に つ い て 検討 し よ うと した ．す な わ ち
， 若い 女性の

体幹背而 を GRASP 法 （Grating　Projection　System　for

Profilin9；吉澤 と鈴 木 1987） に よ り非接触 3次 元計

測 し，そ の 計測デ ータ に基づ い て，  個人 の特徴を

近似的に再構成する方法を提案する とともに，  2 種

類 の 背面カ ーブ の 平均像 と相互 の 関連，  個人の シ

ル エ ッ トカー
ブを特徴 づ ける要因を明 らか に した．

　2．研究方法

　（1） 計　　測

　本研究は 人体体幹計測の ための GRASP 法 （松 山等

ユ990）に よ っ た，そ の 撮影系お よ び座標系は Fig．1 に

示す とお りで あ る．プロ ジ ェ ク タ に取 り付け た格子 は

1mm あた り 3 本 ピ ッ チ で あ り，基準面 に 投影 され た

水平格子パ ター
ン の 間隔は 8．9mm と な る．撮影範囲

に は，被検者の 頸部か ら臀溝 まで の 体幹全体が入る．

本研 究 の 3 次元座標系 で は左右方 向をX 座標 ， 上下

方 向 を y 座標，奥行 き （前後）方向 を Z 座標 とす る．

Fig．2 に 研究対象で あ る後 ろ 正中線 カ
ー

ブ と背面 シ ル

エ ッ トカ
ー

ブ （例）を示す ．後 ろ正 中線カ
ー

ブは，頸

椎点を通る矢状断面と体表面の交わ る線と し，背面シ

ル エ ッ トカー
ブは

， 体表面 に投影された各水平格子 パ

タ ー
ン に おけ る最後方突出点 を検索 して つ ない だ線 で

あ る ．い ず れ も，Y ・Z 座標値 の 列 と し て 表 さ れ る．

本研究で は対象部位は，頸椎点か ら仙尾椎部最凸点ま

たは臀部最凸点 まで の 部分 とした．

　  被 検 者

　被検者 は 健常 な 日本人女子 120名 で，そ の 年齢構成

は 20 歳か ら 29 歳 まで ，平均 年齢 は 21．8歳 で あ る．

計1則は 1990年と 1991年に行わ れた．被検者の 体格を

厚生省の 全 国資料 （厚生省 1993）と比 べ た結果，身

長 ・体重 の い ずれ に お い て も両者間 に有意差は 認 め ら

れず ， した が っ て 本研究 の 被検者の 体格に は特に偏 り

は ない もの と考えられた．

　撮影時の 被検者の 姿勢は，両足 を 20　cm ほど開 き，

両腕は約 20度外転 させた立位で あ る ．

　被検者の着衣 は肌色，無地の ナ イロ ン 性 ニ ッ トの ブ

ラ ジ ャ
ー

型 ，
シ ョ

ー
ツ 型 の もの で ある．計測 の 基準点

に は直径 ユ2mm の 円形 シー
ル を添付 した．

　3．結果および考察

　（D　背面 の 二 つ の カー
ブの 近似法

　後ろ 正 中線 カーブと背面 シ ル エ ッ トカ ーブの具体例

を観察する と Hg ．2 の よ うに，い ずれ もお お むね S 字

型 で ，本研究 の デ
ータ として は 連続す る 60〜70 個 の

点 の 3次元座標値 で 表現 さ れ て い る．こ の 図 を見 て も

明らかな よ うに，本研究 の 目的で あ る 衣服裁断用人体

ダ ミー
や衣服 ス ロ ーパ ー等 の 設計に向けて背面形状 の

個体差 の 把握に 60〜70 の 点デ ータ は 必要で は な い ．

多す ぎる データ は 解析を煩雑にする だ け で ある．必要

70 （70＞
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　SiIhouette　curve
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　 Median　curvo 　　　　　　Silhouette　curve
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F正9．2．　Two 　kinds　 of 　dorsal　 curves 　 shown 　 oll　wire 　frame 　models （a），

　　　 alld 　the　curves 　on 　the 】！−Z 　plane ⊂b）
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Three 　curved 　parts　and 　three 　straight 　parts　of 　curves 　were

idelltified　based　oll　t止lis　chart ，

なの は 個 々 の カ
ー

ブ の 特徴 を簡潔 に 表す近似的表 現 法

で あ る，

　曲線の近似法に は ，カ
ー

ブ を
・
連の もの と して諸種

の 関数 を 当て は め る 場合 が あ る が
，

こ れ らの 方法で は

人体局部 に 注 目 して 形状特性 を と ら え る の に は 適 さな

い ．わ れ わ れ は今後 カ
ーブ の 各部分 の 形 を体表展 開図

と結 び つ けて 考察す る 予定 な の で ，カーブ をい くつ か

に 区切 り，しか も直感的 に も分か りや す い 近似方法 を

採 り た い と考 えて い る．Flg，3 は カ
ーブ を区切 る た め

に
， そ の 直線部分 と 曲線部分 の 境界 をみ よ う と した も

の で あ る．カ
ー

ブ を便宜的 に 30等分 す る 31点を 求 め
，

隣 り合う 3 点を通る放物線の 接線勾配の 変化 として 示

した もの で あ る，各被験者ご と 2 種類の カ ーブ すべ て

に つ い て こ の 図 を作 成 し観察す る と
， 若干 の 個人差 は

ある もの の
，

い ず れ に つ い て も折線 の 勾配 の あま り変

わ ら ない と こ ろ 3 ヵ 所 と勾配が急激 に 変化す る と こ ろ

3 カ 所 が 示 され て い る ．勾配変化の 少な い 3 ヵ 所は直

線 的部分 と み られ ， それは頸椎点に接続す る部分，胸

椎か ら腰椎に 移 る辺 り，仙椎部で あ る．勾配が 急に 変

化する 3 カ所は曲線的部分 とみ ら れ ， そ の 第 1の 部分

は 正 中線カ ーブ で は胸椎の 後湾部，シ ル エ ッ トカ
ー

ブ

で は肩 甲骨 の 隆起部 に 相当 し，第 2 は 腰椎の 前 湾部，

第 3 は 正中線 カー
ブ で は 仙椎 の 後湾，シ ル エ ッ トカ ー

ブで は 臀部 の 膨隆部 に 相当する．各個の カ
ー

ブ に つ い

て直線 的部分は直線で，曲線的部分 は 円弧で 近似 す る

こ とと し，適合度 を観察 した ．適合度の 観察 に当た っ

て は ，本研究の 計測装置 で ある GRASP 法 の 測定精度

と衣服 と し て の 要求精度 か ら
，

オ リ ジ ナ ル と近似 と の

距離が 5mm 以内は適合と判定 し，それ以上離 れ て い

る もの を不適合 と した．

　Table　1 は，近似 の 適合度を判定 し た結果で ある．

正 中線 カー
ブの 不適 合は 120人中 5 人 で，こ の うち 4

名 は Fig，4 に 示 す よ うな 極端な 平背 ま た は 凹背 で あ る．

シ ル エ ッ トカーブ で の 不適合は ユ20 人中の 3入 で ，こ

の 3 人 に 共通 な形状 特徴 は は な か っ た．120人中 の

ll4例 に つ い て は 両 方 の カ
ー

ブ が 3 円弧 3 直線 で 近似

で き る と見られ た の で，こ の 114 人 に よ っ て ．一一応 の 形

（71 ） 71
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Table　 1． Shape　apProXimation 　of 　dQrsal　curves 　by　a　set　of　3　arcs

and 　3　straight 　lines− 120　young 　Japanese　women 一

Median　curve

Silhouette　curve
GoQd 　apProximation 　Poor　apPro   ation

Go 〔レd　apProximation

Poor　apProximation

114

　 1

32

Good 　approximation ： 「（Z−approx 重mated ）
一

（Z−origirlal ）1＜5mrn ，　poor
apPro 洫 臨 ion： 「〔Z−apProximated ）　

一
　（Z−origina財 ≧ 5   ．

s　m 　

上 ゴ＿、

…・…Origina1 　Curve

− approxlmated 　curve

　 900d 　approXimation　 　 　 　 　 　 　 　 　 peer　approXilnat ［en

（gap　oftwo 　curves ≧ 5皿m ）（gap 　oftwe 　curves く Smm ）

Fig，　4．　Exarnples　of　original 　and 　approximated

　 　 　 　 med 孟an 　curves

The 　 major 　 reason 　for　po〔＞r　 aPpr （レXimation 鴨 s　 a　too　ftat

thoraci⊂ area ．

状解析は 可能と判断 し，以
．
ドの 解析 を進 め た ．

　   　正中線 カ
ー

ブとシ ル エ ッ bカ
ー

ブ の 平均 的形状

　　　と相互 の 関連性

　解析の基準点と して ，Fig．5 に 示す よ うな点を設け

た ．すなわ ち各直線部分の始点 ・終点を頸椎点 （CE ）・

Pl ，P2 ・P3 ，P4 ・P5 と 名付 け ，
上 背部最後突点

（KY ），腰部最前湾点 （LO），仙 尾椎部 また は 臀 部最

後突点 （BU ），　 P　6 で， こ れ は P5 と BU 間 で Y 値が

中間 に な る点で ある．また カ
ー

ブ形状 の 解析を下記項

目に つ い て行 っ た，

　y ］ ：KY の CE との Y 値 （高さ〉の 差

　y2 ：LO の CE との Y 値 （高さ）の 差

　y3 ：BU の GE と の y 値 （高さ）の 差

　Z ！ ：KY の CE を原点とする Z 値 （奥行 き）

　Z2 ：LO の CE を原点 とする Z 値 （奥行 き）

　z3 ：BU の CE を原点とする Z 値 〔奥行 き）

　L1 ，L2 ，　 L3 ：．
．
三つ の 各直線部分 の 名称 と長さ

　A1
，
A2

，
A3 ：残つ の 各円弧部分 の 名称 と長 さ

　Rl ，R2 ：上位二 つ の 各円弧部分の 半径

　 θ1，θ2，θ3 ：三 つ の各円弧部分の 円周角

　 α 1 ： CE と KY ，　 KY と LO をむす ぶ 2 直線の な す

角， α 2 ：KY と LO ，　 LQ と BU をむすぶ 2 直線の な

す角

　 β 1 ：CE と LO を む す ぶ 直線 と 鉛直線 の なす角，

β2 ：LO と BU をむすぶ 直線 と鉛直線 の なす角

　 γ 1 ：直線 L1 と鉛 直線 の なす角，γ 2 ：直線 L2

と鉛直線の なす角，γ 3 ：直線 L3 と鉛直線の なす角

　 PA　1 ：KY エ リア で の A1 の 割合＝A1 ／（L　1／2 十

A1 十 L2 ／2 ），
　 PA 　2 ：LO エ リア で の A2 の 割合 ＝A

2／（L2 ／2 十 A2 十 L3 ／2），
　 PA　3 ：BU エ リ ア で の

A3 の 割合 ＝A3 ／（L3 ／2 ＋ A3 ）

　 Table　2 は両 カ ーブ に 関す る 計測項 目 24項 目 と比

の 3 項目 （PA　1 〜PA 　3 ）の 平均値と標準偏差お よ び

相対応す る値の 差 の 検定結果 で ある．

　 まず ，
カーブ の 部分 に 関す る 項 目に 着 目 し両 カ ー

ブ

を比較する と，α 1，β1，γ 1，L1 ，A1 ，Rl と，

上背部 の 項 目 に有意差が見 られ，
一

方，胸腰 部か ら臀

部へ かけて の 項 目で は有意差 の 項目が少ない ．こ れ ら

の こ とは両カ ーブに お い て は肩甲骨の形状が両カ ーブ

の 差を生 じ させ
， 肩甲骨 よ りも下 で は 両 カ ーブ は 類似

の 形状である こ と を示す とい える．

　次 に背 面形 状 を特徴 づ け る 重 要部位，KY ，　 LO，

BU の 立体 的位置関係 を
，
　 Yl 〜 Y3 と Z1 〜Z3 の 値

で見ると，両カ
ー

ブは元 々 類似 の 形状 を示 して い るが，

後ろ 正 中線の
“
くぼみ

”
は背面後突出部，腰前湾部，

仙椎 ・臀部の各部分 の 有意な Z 値の差 となっ て い る ．

また高さ 関係で は 腰前湾点は シ ル エ ッ トの方が 正 中線

よ りも下方に位置する こ とが分か っ た ．衣服に と っ て

よ り切実 な意味を持 つ の は シ ル エ ッ トカーブ で あ る ．

こ の シ ル エ ッ トカーブの 主要な点の位置関係を見る と，

肩甲骨と周辺 の軟部に よ っ て形成 さ れ る上背最後突点

（KY ）は 頸推点 （CE）の 約 14　cm 下方 で 頸椎点 よ りも
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Fig．5．　 Twenty −four　parameters 　approximating 　a 　curve

約 5cm 後方，腰前湾点 （LO ＞は頸椎点の 37　cm 下方，

頸椎点の ほ ぼ真下 に当た り，臀部の最 も突出し て い る

点 （BU ） は 頸椎 点 の 54　 c！in ド方 ， 腰前 湾点 の 約 18

cm 卜
’
方で 約 6cm 後方 で あ る こ とが 明 ら か と な っ た ．

　 こ れ らの 平均値に よ っ て若 い 日本入女性 の 背面 カー

ブ形状 を正 しく再構成す る こ とが で きる ．

　Table ：3 は シ ル エ ッ トカ
ー

ブ と正中線 カ
ー

ブ の 相対

応す る項目の 相 関係数 で あ る．上背 部の 突出 に関わ る

al
・Z1 ，腰部の 前湾に 関わ る α 2 ・Z2 ，臀部の突

出に関わ る γ 3 ・z3 ，さ ら に体幹一L部の前傾に 関 わ

る β1 な ど の 相関係数が大 きい ．そ tzに 比 べ て カーブ

を構成す る直線長 や カーブ 長な ど 部分的 な項目で の 相

関係数 は小 さい ．こ れ ら の こ と か らシ ル エ ッ トと 正中

線 は 全体的な形状 で は 密接 に 関連す る が，部分的 に は

関連性は小 さい と考え られ る，

　（3｝ 個人 の シ ル エ ッ トカ ーブ を特微づ け る要因

　着用 した 衣 服 が 人 体 と合 わ ず具合が 悪 い と い うと き
，

背面 カ ーブ の 個 入差もその 原因 に 深 く関 わ る と考えら

れ る ．そ こ で シ ル エ ッ トカ ーブ形状 の 個 人差 を効果 的

に 説明す る 要因 を 明 ら か に す る た め に
， 主成分分析 を

行 っ た．分析 に投入する項目の 選定で は，すべ て の組

み 合わせ の 相 関 係数 を観察 し，情報の偏 りや 重複が な

い よ うに 配慮 し，結果 と して 12項 El（Table　2 〔）印）

とした．固有値 1 以上 の 主成分 5 個 を抽出 し，バ リマ

ッ ク ス 回転後 の 各主成分 の 因子負荷量 か ら 各成分 の 意

味 を考察 した．こ の 主成分分析 の 結果 は Table　4 の と

お りで ある．

　第 ユ主成分 に つ い て は i？2 ，γ 3 が正 に ，α 2 が負

に 大 きく負荷 し
，

こ の 主成分 は臀部が後方へ 張 り出し

ウエ ス トの 辺 りの 屈曲が つ よ い か どうか に関わ る もの

と解釈 され る．

　第 2 主成分に つ い て は γ 1 は 正 に， α 1は負に 大 き

く負荷 し，上背部が突出 し て い る か ど うかに関 わるも

の と思 われ る．

　第 3 主成分 で は β1 が正 に γ 2が負に 大 きく負荷し，

上体が 前傾 し胸椎 の 下半の 直線的な部分 の傾斜が少な

い 形状か ど うか に 関わ る 主成分 と解釈さ れ る．

　第 4 主成分で は PA 　2 ，　 R　2 に対する 因子負荷 量が

大 き く，また第 5 主成分は PA1 ，Rl に 対する 因子

負荷量 が 大 きい こ とか ら，第 4 主成分 は 腰前湾部 の 形，

第 5主成分は背面上部の形が，い ずれ もなだ らか に 曲

線的か 曲直の は っ きりした 形か を表す主成分 で あ る と

解釈 され る，こ こ まで の 累積寄与率 は 79．4％ で あ る

が，そ の 中 で も第 1 か ら第 3 ま で の 主成分で 60％ 近

くを占め る．

　Fig．6，7 は，第 1主 成分，第 2 主成分，第 3主 成

分の それぞれ に つ い て ス コ ア の最大と最小 の 個人 の 形

状 を 対比 し た もの で あ る．こ れ ら の 図 に よ っ て も各主

成分 の 内容が視覚的 に確認 で きる．

　従来，衣服製作者が 経験 に基 づ い て 重要なか らだ の

癖 と指摘 して き た の は 「出 尻
・
平尻」 「猫背 ・平 背」

「屈身 ・反身．」で あっ た．今回 の 解析 で
，

こ れ らは い
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Table　2．　Statistics　of 　the　silhouette 　and 　median 　curves

Si旦houette　curve
　 　 　 　 　 − −　 t−test
Mean 　 　S，　D ．

Median　curve

Mean 　　 S．　D、

Table　 3．　 Correlation　 coefficients 　 between　 median

　 　　　 curve 　and 　silhouette 　curve

mm

ユ2．018

．718

．139

．229

．021

．215

．330

．618

．238

．129

．82G

．2

Parameter

z 工

Z2Z3

γユ

V2M3LlL2L3A

工

A2A3R10R20

PAlOPA

　20PA

　30

θ 1

θ2

θ3

α 10

α 20

β10

β20

γ 1Q

γ 2（⊃

γ 30

mm 　　　　mrn

46．5　　　　11．1
− 2，7　　　17．ユ

60．8 　　 17．6

137．0　　　2ユ．7

369．5　　　22．2

543，6　　　28．0

68．l　　　l7．1

124，4　　 33，5

71．9　　 22，2

156．1　　37，7

83，1　　　21，6
68．3 　　 19、7

221．1　　　 73，7

111．1　　　48．6

　 ％　　　％

54．l　　　 IO．5

45．6　 　 8．8

64．9 　　 11．l

　deg　　 de9

42．8　　　11，5

47．3　　　14．0

21，9 　　 12。3

ユ49．2　　　 4，6

148．〔〕　　　　5．7
− 0．4　 　 2．7

20．2　 　 4。3

27．7　 　 6．O

l3．5　 　 4．4

26．7　　 5，4

m5
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β

』

漁
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L
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＊

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

＊

＊

＊

＊

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊ ＊

3，174．8158
．1

　 ％

　9．olO

、　OlO
．8deg

　9．715

．ユ

10．6

　 5．3

　 6．0

　 2．8

　 4．5

　 5．4

　 5．4

　 5．O

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

　
　

ヨ

ー

23123123AAA12312

ユ

2123123123

LLLAAARRRPPP

θ

θ

θ

α

α

β

β

γ

γ

γ

ZZZyry

0，2421＊

0．1740

，321 ”

0，185 ホ

0．271 ’ ＊

0，130
− 0．0360

，205 ＊

0．279 ＊ ＊

O．1840

．1530

．13ユ

　0．373 ”

0．371

　0，240 ＊ ＊

　D．677 ”

　0，662 “ “

　O．868 ＊ ＊

　D．426“’

　D．533材

　0．524 料

　0，697 ＊t

　O．822 ＊＊

　 0，903 ＊＊

　O．875 ”

　0．509 ＊ ＊

　 0．459 ’

　0．390 ＊ ＊

＊　； significant　at 　〔〕．05　1evel、＊ ＊　： significant 　at 　O．Ol

level，＊ ＊ ＊ ：significant　at　O．OOI　leve1．○ ：items　used 　fQr

prineipal　cOmponent 　analysis．

ずれ も第 1主成分
“
腰部 の 前湾 と臀部周辺 の張 り出 し

の 強弱
”

で あ り，第 2 主成分
“

上背部の 突出の 強弱
”
，

第 3 主成分
“
．ヒ体の 前傾 の 程 度

”
と して抽出され，従

来，経験に よっ て指摘された もの が実際 に個人 の背面

の 特徴を端的 に表現す る もの で あ る こ と が数量的 に 裏

付 け られた，

　今後 は ，こ れ らの 体型特徴 と体表展開図 との 関連性

を解 き明か す こ とが形態適合性 の 高 い 衣服設計 の た め

の ス テ ッ プとして必要で あ ると考え られる．

半 Significanむ at　O．05 工evel
，

＊＊
significant 　at　O．011evei．

　4．総 　 括

　衣服不適合 の 原因 と し て 背面 の S 字 型湾 曲形 状 が

問題 で ある と経験的 に指摘 され て きた ．こ れ らの 問題

を理論的 に 解明する こ とを目的 とし，本研究で は 若い

女性の 体幹背面 を GRASP 法に よ り非接触 3次元計測

を行 っ た、そ して背面の形を基本的 に規定す るもの と

して 後 ろ 正中線カーブ を，また衣服に よ り深 く関連す

る形状特性 と して背面 シ ル エ ッ トの カーブ を と りあげ，

検討 した．そ の結果，  個入の カ
ー

ブ形状を近似的

に再構成 し表現す る に は， 3 直線 と 3 円弧 の 組み合 わ

せ に よ り，
ユ20 人中 114名 （95％）に お い て計測精度
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Table　4．　 The 　principal　component 　of　the　s二lhouette　eurve （yar三max 　rotated ）

Variab ！e Fac，1 Fac，2 Fac，3 Fac．4 Fa⊂．5
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α 2

β1t

？　2
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Fig、6、　 Dist，ribution 　of 　principal　component 　scores

The　first　and 　the　second 　principal　components 、
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Fig．7．　 Distribution　of　principal　compQnent 　scores

The 　first　and 　the　third　principal⊂olτlponents ．

の 範囲内 で 表現 可能 な こ と が分 か っ た ．  こ の 近似

の パ ラ メ
ー

タ に よ っ て カ
ーブ 形状を数量的 に 表現し，

そ の 平均像 を明 らか に す る こ とが 出来 た．ま た，後ろ

正中線 カ
ー

ブ と背面 シ ル エ ッ トカ ー
ブの 両者は，上 背

部 の 突出 の 強弱，腰部 の 前湾 と臀部周辺 の 張 り出 しの

強弱，上体の 前傾 の 程度 を表す パ ラ メ
ータ で 高 い 関連

性 を示 した．  シ ル エ ッ トカ ープ の 個人的 な特徴を

表す 要因 と して ，
“
腰部 の 前湾 と臀部周辺 の 張り出 し

の強弱
”
，
“
上背部の突出の 強弱

”
，
“
上体の前傾の程度

”

として抽出 され た，こ れ らは従来，経験 に よっ て指摘

され た もの で あ る が ，本研究で 数量的 に裏付け られ る

こ ととな っ た．こ れ らの体型特徴 と体表展開図との 関

連性を解き明 かすこ とが今後の 課題である ．
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